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225 放 線菌 由来 α
一
ア ミ ノ 酸 エ ス テ ラ ーゼ を用 い る D一ア ミ ノ 酸含有ペ プチ ド

の 合成

（大阪市 工 研 、

木

鐘化 、

＊’X ム 　 ：ス 機器 ）○ 杉原耿雄 、島 田裕 司 、

　永尾 寿浩、渡辺 　嘉、富永嘉男、 中井孝 尚
＊

、角野冨三 郎
＊’

掴 的】従 来の 酵素法 よ るペ プチ ド合成で は （1 ）D一ア ミノ を組み 込む こ とが 一
般

に 困難で ある 、 （2 ） …旦 生成 した ペ プチ ドが 再 び分解 され る な どの 難 点が あ っ た 。

我々 は これ らの 難点 を回避 で きる酵素 を探索 し、6fac〃 1“s　myco ！des の α
一
ア ミノ 酸

エ ス テ ラー ゼが 転移 反応 に よ っ て ペ プ チ ドを合成で きる こ と 、 および こ の 酵素 を用
い る こ とに よ り上 記の 難 点 を回 避 で きる こ とを見出 した （J．Biochem．印刷 中）。 今

回、甜 o諮 甜 o亡加 1κ sp 、由来の α
一
ア ミノ 酸エ ス テ ラーゼ の精製を行 い 、ペ プチ ド合成

能の検討 を行 っ た 。

【方法 お よび結果 】精製酵素標 品 を種々の 0，3MD 一
ア ミノ酸メ チ ル エ ス テル に 作用 さ

せ た と こ ろ、D−Phe−OMe、　 D−Tyr・−OMe、　 D−Trp− OMe な どか らオ 1丿ゴマ
ーが 生成 した。次

い で 、 准 AGetyトD−Phe−OMeを C成分 （O．15M）、
D／L

−A　fi　a−Nfl2　
．
　DIL−Leu−Nl｛2、 DfLrPhe−NH2、

D／L−Trp−NH2を N 成分 （0、3M） とす るジペ プテ ドの 合成 を試み た と こ ろ 、
　 D−Ala−NH2以

外 の N成 分 との ジ ペ プチ ドの 生 成 を認 め た。また 、本酵素 は D／L−Pheつ ／L−Phe−OH の 4
つ の ジア ス テ レオ マ ー に 対 して 全 く加 水分 解作用 を示 さず 、D一ア ミノ 酸含有ペ プテ ド

の 合成 に 利用 で きるこ とが 示 された 。
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226 ボス ホ リパ ーゼD による無有機溶媒系でのホス フ ァ チ ジルセ リン合成

　　　　　　　（名大院 n 生命農、
’

リノール油脂 （株））

　　　○水元タ希子 、 岡田孝宏
＊

、 笠井正章
＊

、 岩崎雄吾 、 山根恒夫

【目的靄　 ホス フ ァ チ ジル セ リン（PS ）は 、ア ル ツ ハ イ マ
ー
病 や痴呆症 患者 に 対する学習

能力改善 効果が あ る と され 、機能性食品棄 材と して 注 目され て い る、 PS の 供給源 と し

て は牛脳 な どの 動物組織が 知 られて い もの の 、工 業 的 に は適 当で な く、こ れ に代 わ る供

給源 が求め られ て い た。ボ ス ホ リパ
ー

ゼ ［）（PLD ）は リン脂質の加水分解 に加え て、ホス

フ ァ チ ジル 基転移反 応を触媒する 。 こ の 転移反応 を利用 して 、大豆 レシ チ ン とセ リンか

ら PS を安価 に合成 する こ とが可 能で あ る。従来、こ の 反応 は主 に有機溶媒
一水 二 相 反応

系で 行われて い たが 、 食品 と、ノ て の 脂質製造 に有機溶媒を 用い るこ とは望 ま し くな い 。

そ こ で 本研究で は、ボ ス フ ァ チ ジル 基転移反 応を有機溶媒を用 い な い 水系で 行 い 、大豆

レシチ ンか らの PS 合成を検討 した 。

【方法及び結果］　 PLD は 転移活性の 高い Streρtomyces 　 antibi σticus 由来の もの を使

用 した 。 基質 で ある 大豆 レシチ ンを緩 衝 液 中 に分 散 させ て 反応を行 っ た場 合、ほ とん ど

反 応は進行 しな か っ た 。

一
方 、 レ シ チ ンを シ リカ ゲル 等の 微粉末に 吸着させ 、 緩衝液中

に懸 濁 させて 用 い る と、反応 率 が劇 的 に 向上 す る こ とを見 い だ した 。様 々 な微粉 末 をテ

ス トした結果 、硫酸力ル シ ウム 微粉末が基質の反 応率に お いて 最も優れて いた 。 そ こ で 、

硫 酸カル シ ウム 微粉末を 用 い た 反応 系 に お い て 種 々 の 反 応 条件 を最 適化 した結 果 、投 入

した基 質 反応率 100 ％ 、 PS 含量 は 80 ％以 上を達成す る こ とがで き た 。
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